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 要  旨 
ここでは有限単純無向グラフを扱う. また, グラフは連結とする. グラフGの部分グラフH
が, Gのすべての頂点を含んでいるとき, H をG  の全域部分グラフと呼ぶ. Gの閉路を含
まない連結な全域部分グラフT をGの全域木と呼ぶ. Gの全域木T  が次数 2 の頂点を含ま
ないとき, T  をGの位相的既約な全域木(Homeomorphically irreducible spanning tree) と
呼ぶ. グラフGが位相的既約な全域木を含むか判定する問題は NP-完全問題であることが知
られている。直径 2 のグラフにおける位相的既約な全域木について, Albertson, Berman, 
Hutchinson, Thomassenは以下の結果を示した.  
   定理 A： 3頂点の完全グラフではないグラフGの任意の 2頂点間に長さ 2 の道が存在す
るとき, Gは位相的既約な全域木を持つ. 
   定理 B： Gが直径 2のとき, Gは次数 2の頂点を高々3つ含むような全域木を持つ. 
 
2 つの非隣接な頂点 x  と yそれぞれの近傍が一致するとき, x  と yを twins という. 完全グ
ラフでないGに任意の頂点 vの twin を追加したグラフをGとすると, GとGは同じ直径
を持つ. グラフG  が位相的既約な全域木 を持たない(HIST-free)とき, 頂点 vの選び方によっ
ては, GもまたHIST-free の性質を保つことが出来る. Albertson達は, 9 頂点以下の場合に
ついて, 位相的既約な全域木を持たない直径 2 の twin-free グラフを列挙し, 次のような問題
を提示した。 
問題：N  頂点以上の全ての直径 2, twin-free グラフが位相的既約な全域木を持つような  
整数N は存在するか. そして, 10N  となるか. 
 
この問題を動機として, 直径 2 のグラフについて調べた結果, 以下の定理が得られた. これは, 
Albertson 達の問題に対する例外を特徴付け, 彼らの問題の解答を与えるものである. 
 
  定理 C： Gを直径 2, twin-freeグラフとする. Gが 10頂点以上のグラフならば, 1つの例
外系列を除き, Gは位相的既約な全域木を持つ.  
 
